
´
ゐ

マ
ケ
ド
エ
ア

警
官
隊
と
衝
突

【ウ
ィ
ー
ン
坂
回
裕
彦
】
中
東
や
ア
フ
リ
カ
か

ら
経
済
的
に
よ
り
恵
ま
れ
た
西
欧
諸
国
で
の
難
民

申
請
を
目
指
す
人
々
の
う
ね
り
が
止
ま
ら
な
い
。

バ
ル
カ
ン
半
島
の
マ
ケ
ド

エ
ア
で
シ
リ
ア
な
ど
か

ら
の
難
民
や
不
法
移
民
が
ギ
リ
シ
ャ
側
か
ら
の
越

境
を
強
行
し
て
警
宮
隊
と
衝
突
し
、
負
傷
者
が
出

た
。
地
中
海
で
も
リ
ビ
ア
な
ど
か
ら
欧
州
を
目
指

す
密
航
者
が
後
を
絶
た
ず
、

「経
由
地
」
と
な

っ

て
い
る
国
々
の
緊
張
感
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
。

難
民
ら
が
人
口
約
２
１

０
万
人
の
マ
ケ
ド

エ
ア
を

経
由
し
、
西
欧
諸
国
を
目

指
す
動
き
は
今
春
か
ら
急

増
し
て
お
り
、
マ
ケ
ド

ニ

ア
政
府
は
２０
日
、

「国
家

非
常
事
態
」
を
宣
言
し
た
。

軍
や
警
察
の
機
動
隊
を
投

入
し
て
ギ
リ
シ

ャ
国
境
を

事
実
上
封
鎖
し
、
難
民
ら

を

阻
止

す

る
構

え
だ

っ

た
。

２‐
日
に
は
殺
到
す
る

人

々

に
催

涙
弾

を
発

射

し
、
負
傷
者
を
出
し
な
が

ら
鎮
圧
し
た
。

し
か
し
、

２２
日
に
人
々

が
殺
到
す
る
と
、
子
ど
も

を
連
れ
た
集
団
を
小
さ
な

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
越
境

を
許
可
。
そ
の
す
き
に
そ

の
他
の
人
々
が
越
境
を
図

り
、
催
涙
弾
を
発
射
す
る

警
察
と
も
み
合
い
に
な

っ

た
。
現
場
は
大
混
乱
に
陥

り
、
少
な
く
と
も
２５
人
が

負
傷
し
て
近
く
の
ゲ
ブ
ゲ

リ
ア
駅
に
搬
送
さ
れ
た
。

ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る

と
、

２３
日
は
数
百
人
が
制

止
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ギ

リ
シ

ャ
か
ら
マ
ケ
ド
エ
ア

ヘ
の
越
境
に
成
功
し
て
い

る
。
現
時
点
で
は
当
局
が

混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、

越
境
を
容
認
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。
だ
が
、
難
民

ら
が
殺
到
し
て
封
鎖
に
踏

み
切
れ
ば
、
再
び
緊
迫
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

マ
ケ
ド

エ
ア
入
り
し
た

人
々
は
、
セ
ル
ビ
ア
方
面

へ
北
上
。
大
半
は
欧
州
連

Ａ
只
Ｅ
Ｕ
）
の

「玄
関
回
」

と
な
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
経

て
、
ド
イ
ツ
な
ど
を
目
指

す
と
み
ら
れ
る
。

ハ
ン
ガ

リ
ー
政
府
は
セ
ル
ビ
ア
と

の
国
境
に
今
月
末
を
め
ど

に
越
境
防
止
フ

ェ
ン
ス
を

完
成
さ
せ
る
予
定
だ
。

0ギ リシ ャか らマケ ドエ ア側 に国境 を越 えた後 、警
察富 に追 わ れる難民 ら=22日 、 ロイ ター● 大勢の難

民 らが乗 つた密航船 に救助 の ため近 づ くイ タ リア海
軍の ボー ト=地 中海上 で 22日、海軍提供・ AP

″
' 

ちろ牛

,よ マペ 岳サ′!千 人

中東・アフリカから
欧州を目指す難民らのルート

〉  
‐す

ギリシャ トルコ
イ           ナ 

‐″

中  す .ェ ュ_ シ〃Z
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角母レ生空

◇円相場 (銀行間買い気配 )

末すドル(17時 )

ゼ四   122円 8?雷
五幾警

対ユー ロ (17時 )

138F弓 250麦 ハv29金麦
30金支II者

◇東証 1部株価 (終値 )

日経平均
19,435F弓 83金安
597F可 69金蓑をぞ

羽往 S/2 tS

対メキシヨ、交換取引

明

取

シェール業界の

1要求を受け対応

TOPIx 1573 01
▼50.87

◇長期金利 (10年 国債 )

g弓 339回債   o360物
△0.005す 【

◇短期金利 (コ ール)

無担保翌 日物 0.077物
◇ ドバイ原油 (東京商品取引所)

9月 き り11)レ =44.46らレ
▼1.12'レ

◇金 (14時 )

/Jヽデ壱桐□札旨      4,986( △63)
凄ヨ耳文桐I将旨      4,900( Δ62)

◇プラチナ (14時 )
/」 5ヽ竜伍研告    4.512(Δ 52)
摩雪目文桐町ftB      4,383( △52)

単位・円、店頭 1ス
ラぁた り、

消費税込み。徳力本店調べ

キ
シ
ヨ
に
輸
出
す
る
代
わ
り

に
メ
キ
シ
ョ
か
ら
重
質
湘
を

輸
入
す
る
交
換
取
引
だ
。
法

改
正
が
必
要
な
輸
出
の
全
面

解
禁
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
で

も
米
石
油
協
会
は

「
幅
広
い

領
域
で
メ
リ

ッ
ト
を
も
た
ら

す
」
と
歓
迎
す
る

コ
メ
ン
ト

を
発
表
し
た
。

原
湘
輸
出
の
禁
止
は
石
油

危
機
後

に
導
入
さ
れ

た
規

制
。
現
在
、
例
外
的
に
輸
出

が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
カ

ナ
グ
だ
け
で
、
全
面
解
禁
と

な
れ
ば
約
４０
年
ぶ
り
の
方
針

転
換
と
な
る
。

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
は
硫
黄

分
が
少
な
い
軽
質
油
だ
が
、

米
国
内
の
製
油
所
は
、
メ
キ

シ
ヨ
湾
岸
中
心
に
硫
黄
成
分

の
多
い
垂
質
油
を
主
に
処
理

す
る
設
備
が
多
い
。
そ
の
た

め
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
生
産

が
高
水
準
で
推
移
す
る
と
米

国
内
で
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
起
こ
り
、
軽
質
油
の
在
庫

が
た
ま
り
や
す
い
。

そ
の
結
果
、
米
国
産
の
原

油
価
格
に
は
、
下
押
し
圧
力

が
か
か
り
や
す
く
な

っ
て
い

る
。
シ
ェ
ー
ル
企
業
の
間
で

は

「
過
去
４
年
、
米
国
産
原

油
は
割
安
に
販
売
さ
れ
て
き

た
」
（
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・リ

ソ
ー
シ
ズ
の

ヘ
ラ
ル
ド
・
ハ

ム
最
高
経
営
責
任
者
＝
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
と
の
不
満
が
く
す
ぶ
る
。

今
後
の
焦
点
は
、
米
政
府

が
原
油
輸
出
の
全
面
解
禁
に

踏
み
込
む
の
か
ど
う
か
。
米

国
の
議
会
で
は
全
面
解
禁
に

向
け
た
法
案

の
審
議

が
進

む
。
解
禁
で
供
給
が
増
え
れ

ば
、
中
国
の
需
要
減
少
な
ど

で
軟
調
に
推
移
す
る
国
際
原

油
相
場
は

一
段
と
下
落
圧
力

に
さ
ら
さ
れ
る
。

し
か
し
、
解
禁
の
実
現
に

向
け
て
は
反
対
論
も
根
強

い
。
下
流
の
製
油

，
販
売
を

手
掛
け
る
企
業
や
化
学
業
界

は
安
い
米
国
産
原
油
を
仕
入

れ
て
利
益
を
稼
い
で
き
た
。

「
国
内
価
格
の
安
定
が
損
な

わ
れ
る
」
と
主
張
し
、
解
禁

に
難
色
を
示
し
て
い
る
。

米
石
油
業
界
の
あ
る
幹
部

は
全
面
解
禁
に
つ
い
て
ズ
２

０
１
６
年
の
大
統
領
選
挙
を

経
て
）
次
期
大
統
領
が
就
任

し
、
政
権
が
安
定
し
な
い
と

決
断
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と

の
見
方
を
示
す
。

124 49
96 01
140 28 1
197.79 1

米 ドル
カナ ダ・ ドル
ユ ー 回

英ポ ン ド
スイス・

イン ド・ ル ピー
メキショ・ ペソ
南 アフ リカ・ ラン ド
台湾 ドル
中国元

フラン      1郷  62
憲言ドル           92.53
ニユージーランド・ドル  8384

旨旨骨F;}ケ
ギル

播
インドネシアlooル ピア  1.ol
フイリピン・ペソ   2.82

2.05
8 36
11.05
3 80
19.50
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坊

採
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＞
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≫

り

円

Ｎ

ダ

ナ

ロ
Ｆ
Ｎ

Ｗ
金

Ｎ

Ｎ

米

国

◆

　

　

◆

　

◆

　

◆

　

◆

◆

マ
ー
ケ

ッ
ト

　

２０
日

16990
4877

6367 89  ▼35 56

41 14   Δ0 34

1153.20  Δ25 30
123 37  123 75
ヘッ 47   - 85

2 07   ▼0 06

米
、原
油
輸
出
を
部
分
解
禁

一一
　

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ーー
稲
井

¨
創

一
】
国
内
産
の
原
油
を
回

外
に
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ

て
き
た
米
政
府
が
、
隣
国
メ

キ
シ
ヨ
ヘ
の
事
実
上
の
輸
出

を
認
め
る
Ｖ
場
に
転
じ
た
。

販
路
が
限
定
さ
れ
て
き
た
シ

ェ
ー
ル
オ
イ
ル
業
界
な
ど
の

求
め
に
応
じ
た
。

今
回
、
政
府
が
認
め
る
の

は
、
米
国
産
の
軽
質
油
を
メ

米
シ

ェ
ー
ル
業
界
は
原
油

輸
出

の
解
禁
を
強
く
求
め

て
き
た

（
ワ
イ
オ
ミ

ン
グ

州
の
鉱
区
）
＝
Ａ
Ｐ
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十分

人民銀、全急落の引き合
6年ぶり公表保有高、予想の半分

金
相
場
が
大
幅
に
価
格
レ
ン
ジ
を
ド
げ

た
。
米
連
邦
準
備
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の

利
上
げ
が
秒
読
み
に
入
り
軟
調
な
展
開
だ

っ
た
な
か
、
公
表
さ
れ
た
中
国
人
民
銀
行

（中
央
銀
行
）
の
金
保
有
高
が
市
場
予
想

の
半
分
と
な
り
期
待
を
裏
切

っ
た
。
中
国

の
フ
ァ
ン
ド
が
大
量
の
売
り
を
出
し
、
二

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
２
分
間
の
急
落
劇
を

招
い
た
。
相
場
は
欧
州
が
ギ
リ
シ
ャ
に
支

援
を
始
め
て
金
ブ
ー
ム
が
本
格
化
す
る
２

０
１
０
年
の
水
準
に
戻

っ
た
。

7月 に入 り下げ材料が3つ重なつた
(NY金 )

中国人民銀が金保有高を
公表 (7/17)

ギリシヤ支援再開で
合意 (7/13)

卜ロイオンス

レ齢 ジ
老

ン

打刊

ン
金のETF残 高は2月以降、顕著に
減つている

780-ト ン

(注 )スパイター(SPDR)ゴールドシェアの残高

中
国
の
現
物
需
要
鈍
化
映
す

国
際
指
標
と
な
る

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
先
物
相
場
は
２４
日
の

時
間
外
取
引
で

一
時
、
１
発

を
１
０
７
０

ブレ
ド
近
く
ま
で
下

が
り
、

１０
年
２
月
以
来
の
安

値
水
準
に
な

っ
た
。
直
近
高

値
の
１
月
ド
旬
と
比
べ
て
２

０
０
が
以
上
安
い
。

イ
エ
レ
ン
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
の

‐５
日
の
議
会
証
言
で
相
場
の

地
合
い
が
弱
く
な

っ
た
。
年

内

の
利
上
げ
が
視
野

に
入

り
、
投
機
筋
は
持

っ
て
い
て

も
金
利
が
つ
か
な
い
金
を
売

リ
ド
ル
に
し
た
。

６
年
ぶ
り
に
金
の
保
有
高
を

公
開
し
た
。
６
月
末
時
点
で

１
６
５
８

ン
ト
だ

っ
た
。

各
国
の
中
銀
は
随
時
、
保

有
高
を
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
に
報
告
す
る
が
、
人

民
銀
は
０９
年
以
降
、
沈
黙
し

て
き
た
。
市
場
関
係
者
ら
は

中
国
の
金
の
輸
入
量
や
国
内

生
産
量
な
ど
か
ら
人
民
銀
の

保
有
高
を
試
算
し
、
３
千

ン
ト

は
存
在
す
る
と
い
う
の
が
市

場
の
前
提
に
な

っ
て
い
た
。

結
果
は
予
想
の
半
分
。
Ｉ
Ｃ

Ｂ
Ｃ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
バ
ン
ク

は

「
人
民
銀
の
保
有
高
は
し

ら
け
た
も
の
だ

っ
た
」
と
リ

ポ
ー
ト
し
た
。

計
算
上
は
少
な
く
と
も
１

千

ン
ト
以
上
の
金
が
中
国
国
内

で
行
方
不
明

に
な

っ
て
い

る
。
貴
金
属
市
場
を
調
査
す

下
げ
基
調
が
鮮
明
に
な

っ
一る
ト
ム
ソ
ン
ロ
イ
タ
Ｉ
Ｇ
Ｆ

て
週
末
を
迎
え
よ
う
と
し
て

一
Ｍ
Ｓ
は

「
ど
こ
か
に
金
が
ま

い
た
‐７
日
、
人
民
銀
が
突
然
、

だ
あ
る
は
ず
で
、
調
べ
る
こ

一
Ｑ
υ

■

７

一ｇ
ユ
？
兵

，
ｔ
声
訂
］
ヽ

，　
　
　
‐
，

配
し
て
き
た
の
は
欧
米
系
の

フ
ァ
ン
ド
だ

っ
た
。
世
界
の

金
先
物
市
場
で
中
国
の
フ
ァ

ン
ド
が
初
め
て
存
在
感
を
見

せ
つ
け
た
。

人
民
銀
の
保
有
高
の
低
さ

は
、
相
場
の
支
え
と
い
わ
れ

て
き
た
中
国
の
現
物
需
要
の

鈍
化
を
印
象
づ
け
る
。
習
近

平
政
権
下
で
展
開
さ
れ
る
汚

職
取
り
締
ま
り
の
強
化
や
景

気
減
速
で
宝
飾
店
な
ど
店
頭

で
の
金
の
売
れ
行
き
は
伸
び

な
い
。
富
裕
層
も
今
は
金
よ

り
株
に
興
味
を
持

つ
。

国
際
相
場
に
対
し
て
割
高

だ

っ
た
北
海
市
場
の
相
場
は

プ
レ
ミ
ア
ム
が
は
が
れ
落
ち

て
い
る
。

１３
年
時
点
は
１

イ占

巧
あ
た
り
‐５

，レ
ド
ほ
ど
割
高
だ

っ
た
が
、
今
年
は
価
格
差
が

な
い
。

安
全
資
産
と
し
て
の
買
い

材
料
に
な

っ
た
ギ
リ
シ
ャ
不

安
も
い

っ
た
ん
後
退
。
近
づ

く
米
田
の
利
上
げ
は
下
げ
圧

力
に
な
り
金
市
場
か
ら
資
金

は
流
れ
出
す
。
金
の
上
場
投

資
信
託

（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
は
代
表

的
な
ス
パ
イ
ダ
ー

（
Ｓ
Ｐ
Ｄ

Ｒ
）
ゴ
ー
ル
ド

・
シ

ェ
ア
の

残
高
が
２３
日
時
点
で
６
８
５

ン
ト
。

１２
年
１２
月
の
ピ
ー
ク
時

か
ら
半
減
し
、
６
年
１０
カ
月

ぶ
り
の
低
水
準
に
な

っ
た
。

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

・
サ

ッ
ク

ス
は
金
相
場
の
１
０
０
０
が

割
れ
も
あ
り
得
る
と
予
想
す

る
。
マ
ー
ケ

ッ
ト

・
ア
ナ
リ

ス
ト
の
豊
島
逸
大
氏
は

「
金

市
場
の
構
造
変
化
が
起
き
て

い
る
」
と
話
す
。
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イてい

。
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連
ピ
孟
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＝
去
岬
Ｑ
た
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ホ
ト

理
０
弧

・
超
＄
母

「
楔
二
】
民
や
ゃ
ヽ
ふ
К

３
食
―
卜
６
５
対
捜
畔
ロ
ー
Ｈ
連
】
０
句
慰

≡
」
終
楔
ミ
拘
ヽ
約
曖
鯉
連
郎
匝

。
や
ミ
や

二
対
楔
Ｑ
鳩
逆
警
課
終
担
く
Ｑ
イ
ロ
ー
叫
約

襲
ぐ
翌
逆
醤
期
弧
煮

′連
や
く
ヽ
く
楔
ミ
や

歴
条
約
や
ミ

６
勺
糸
卜
総
て
く
ヽ
く
や
Ｓ
Ｇ

蜘
嘩
煮
図
や
附
黙
ピ
ロ
逆
貯
冨

′粂
や
ミ
わ

旧
喜
６
二
句
鑑
萩
ロ
ト
連
判
鎧
Ｑ
て
回
田

。
や
う
】
Ｄ
照
憩
句
や
卜
尊
回
申
企
留
「

や
ど
悟
逆
□
ば
や
懸
■
卜
い
た
く
―
末
連
逆

Щ
崎

。
や
や
遭
母
日
名
穣
終
翠
鮒
Ｗ
Ｑ
収
程

逆
エ
ベ
亘
８
【
や
ギ
壮
掴
＜

′】
汰
聖
終
Ｑ

名
卿
企

∞
や
盟

Ｈ

′範
ぶ
Ｑ
整
に
ぽ

′終
役

照
憩
米

′工
‐榔
基
連
霊
杜
Ｇ
舗
せ
判
総

。役

国
詰
や
蝶
や
せ
て
回
皿
や
企
暑
∞
た
い
ミ
ふ

ｌ
ｍ
ｌ
Ｈ
ＩＩ

′逆
ｐ
村
Ｋ
貯
景
連
か
ヽ
生

。
や
う
Ｗ
Ｑ
や
望
ミ
な
罫
終
句
日
楔
０
革

回
や
企
慰
「
ゆ
伝
ハ
い
末

′企
癌
終
悪
■
Ｑ

か
ヽ
生
逆
ゃ
村
ミ
日

。
や
増
や
対
日
収
Ｑ
や

翌
め
区
二
皿
Ｗ
ト

与
＼い
　
く
へ
（夕
せ
□

逆
騨
経
逆
糸
や
逆
や
べ
に
鮒

′ミ
拘
ヨ
杓
志

そ
企
呂
翌
逆
紳
―
む
糸
阻
蜘
基
Ｑ
悪
判
連
望

Щ
ヨ
剛
。収
ぃ
艇
対
「
や
鳴
終
廻
運
や
ヽ
に
基

逆
雷
照
さ
連
＄
」
ぐ
翌
遭
震
軽
選
則

′や
巡

隅
Ｑ
Щ
留
＝
匝
連
ピ
ヘ
Ｋ
Ｋ
ト
ー
小
へ

′唱

維
ば
Ｑ

（
的
営
』
》
知
肺
田
響
期
求
製
米

。楔
貧
翠
ミ
拘
宝
約
高
思
部
な
く
貯
〓
終
ミ

日

。
や
楔
新
逆
瑠
延

園
Ｑ
卿
翌
駆
貯
や
ミ
拘

制
裡
逆
勺
や
瑠
縮
判
や
味
判

。企
８
心
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連

咽
冊
黎

′ミ
拘
蜘
軽
終
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Ｒ
憾
や
壬
普
貯
斜

。
や
３
】
ミ
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四
終
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収
Ｑ
ミ
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お
糸

回
螂
連
逆
Щ
蜘
基
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べ
遭
ｒ
翌
Ｑ
悪
製
ふ
―

ｍ
ｌ
Ｈ
ＩＩ
米

。楔
貧
怒
ヨ
や
拘
耐
６
３
対
■

避
逆
□
皿
申
鮒

〉
則
逆
煮
回

′終
悪
〓
Ｑ
慈

鰹
Ｑ
三
首
や
ヽ
把
も
や
＄
Ｑ
咽
く
逆
や
ヽ

。
や
３
】
０
基
選
や
＄
糸
や
や
卜
機
卜
終
ミ

ト
ー
ミ

′
対
６
ヽ
マ
景
申
性
巡
Ｑ
て
日
―
叫

字
食
生
米

′
０
寸
終
巡
幽
Ｑ
対
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雷

。
や
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告
↓
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―
て
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聾

′壁
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頃
ヾ
貯
〓
楔

０
選
瑠
駅
終
論
理
ホヽ
ヽ
い
ふ
心

。役
蝉

崎
汰

億
尊
い
ヽ
ふ
―
卜
Ｇ
」
≧
一

止判
〇
〇
〇
側

亀
＝
寸
や
付
把
∩
眠
里
翌
凹
導
旧
隠
鞘
延
総
理
担
聴
■

は
こ
弧
は
４
橿
貯
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遭
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憩

〉
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Ｇ
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Ｑ
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Ｗ
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Ｑ
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